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オープンデータの大切さは分かっているし、オープンデータ化を進
めたい、でも、オープンデータの公開は大変そう、と思われていま
せんか？

具体的には、
・もうホームページに情報は記載しているけどそれじゃダメ？
・二次利用を可能とするために利用ルールやライセンスを新たに

整備しなきゃいけないけど、どうしたらよいの？
・せっかく公開するなら「価値あるデータを」と思うけど、価値

あるデータって何だろう。
といった疑問や不安をお持ちではないでしょうか。

確かに、何もしないでオープンデータ化することはできません。で
すが・・・

2



まずオープンデータを始めてみる、ということは、難しいことでは
ありません。

この研修では、オープンデータ化のために必要な作業などについて
ご説明しますので、ぜひみなさんに、私もオープンデータ、公開で
きそう！と実感していただければと思います。
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実はすでに、ほとんどの自治体ではホームページ上で様々な情報を
公開しています。

情報の公開方法はさまざまで、例えば、
・画面に情報を記載する
・画面からPDF形式やエクセル形式のファイルをダウンロードでき
るようにする
といった方法で、いろいろな情報を公開しています。
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このように、すでに公開している情報に、二次利用可能であること
を明示する利用ルールをつけることで、オープンデータとすること
ができます。
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なお、オープンデータは、業務担当課と、オープンデータとりまと
め部署が、連携して進めていくことが重要です。

庁内で、オープンデータを進める際の役割分担の例を挙げています。

サイトの整備など、庁内でまとめて実施するものは、オープンデー
タとりまとめ部署が担当することが多いと考えます。
ですが、肝心のデータを持っているのは業務担当課です。
業務担当課の参画なしには、オープンデータの取り組みは難しいで
す。
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この教材は、データを持っている各業務担当課の方を中心に、オー
プンデータを公開するために何をすればよいかについて学んでいた
だくための教材です。

まず初めに、いまある情報を活かして最短距離でオープンデータを
公開するための作業や、より使いやすいデータとするための作業な
どについて、「オープンデータを公開するための基本的な作業」と
して、ご説明します。

さらに、せっかく始めたオープンデータを、継続した取り組みとし
ていくために、公開済みのオープンデータの更新や、拡充など、継
続的な取り組み内容についてご説明します。
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最初に、オープンデータを始めるにあたっての疑問や不安を3つ挙げ
ました

２章では、ここで挙げた、疑問や不安に答える形で、実際にどのよ
うな作業が必要となるかについてご説明します。
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まずは、
・もうホームページに情報は記載しているけどそれじゃダメ？

についてです。

ホームページに掲載しているデータは、利用者がデータの加工や再
配布等を行なえないと思われる可能性があるため、二次利用が可能
なデータであることを提示する必要があります。
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オープンデータを難しく考える必要はありませんし、オープンデー
タの本来の目的は情報をオープンにすることです。
ですから、ホームページ上にデータを公開していれば、その目的は
ある程度達成できているといえます。

ただ、オープンデータは、そのデータを自由に利用して、様々な活
動に生かすことができる、
というところに価値があります。
そのため、オープンデータは、誰もが利用でき、二次利用可能な
データであることが必要になります。
ここで、「二次利用可能」というのは、利用者が加工、再配布等を
行なえること、を表します。

データをWeb上のサイトに公開すれば、利用者はそのデータを自由
に見ることはできます。
ですが、ただデータを公開するだけでは、利用者はデータに対する
権利等の観点から、
そのデータを、自分が二次利用してよいかどうか判断できません。
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また、ホームページの場合、無断での改変利用が許可されて
いない場合があります。
この状態のままでは、利用の範囲が制限されてしまいます。

そこで、公開するデータは、利用者が「二次利用」してよい
データである、ということを
明記することが大切になります。
「二次利用できることを記載したもの」を、利用ルール、利
用規約と呼んでいます。
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すでに各団体のホームページに掲載されている情報は、各団体で公
開が必要と判断されたデータであると思います。
つまり、利用者にとって有益な情報であるといえます。

これをオープンデータにすることで、利用者にとって活用しやすい
データになり、さらにデータの利用価値があがります。

そこで、すでにホームページで公開している情報に、二次利用可能
であること記載した利用ルールを付けることでオープンデータとす
る、というところからスタートするのも、よい方法だと思います。

たとえば、画面上に記載された情報でも、二次利用可能であること
記載した利用ルールを付けることでオープンデータとなります。

もちろん、ファイルが掲載されている場合でも、利用ルールが掲載
されていればオープンデータとなります。
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また、例えば都道府県に、共同で利用できるようなオープンデータ
のサイトがあれば、そのサイトにデータを載せるだけで、オープン
データとすることができます。

このような方法で、まずはオープンデータをはじめていただくこと
も有効な方法です。
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次に、
・二次利用を可能とするために利用ルールやライセンスを新たに

整備しなきゃいけないけど、どうしたらよいの？
についてです。

オープンデータには、二次利用可能であることを明示するために利
用ルールを記載することが必要です。
利用ルールとはどのようなものか、について次にご説明します。
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利用ルールは、一般的には、各部署ごとに作成するものではなく、
団体で１つ整備します。
その場合、オープンデータリーダや、オープンデータとりまとめ部
署、などが実際には作成することになると考えます。

ですが、公開するデータは、皆さんの各部署が持っているデータで
す。
ですから、利用ルールにどんなことが書かれているのか、理解して
おくことが大切です。

また、利用ルールを策定する際は、どのような内容になるのか確認
し、必要であれば意見を出すことも必要です。

そのため、概要ではありますが、ここで利用ルールの記載内容など
について、ご説明します。
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こちらは、利用ルール記載について、京都市の記載例です。

オープンデータポータルサイト内に利用規約を記載しています。
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利用ルールに記載する主な内容の１つ目が「ライセンス」です。
「ライセンス」とは、公開するデータについて、利用者がデータを
利用できることを表示するためのツールです。

これを使うことで、個別に文章で記載することなく、二次利用可能
であることや、その条件（ルール）を提示することができます。

どのようなライセンスを使うかは自由ですし、独自に記載すること
も可能ですが、世界中で利用されている代表的なライセンスである、
クリエイティブコモンズライセンスをオススメします。

なお、CCライセンスを必ず使う必要がある、というわけではありま
せん。
最終的には、各団体で決めるものです。
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CCライセンスとは、データを公開する者が、公開する際に、利用可
能である旨を表示するためのツールです。
CCライセンスを使うことで、作品を公開する作者が「この条件を守
れば私の作品を自由に使って構いません。」という意思表示を行な
えます。
データに著作権が発生している場合は、公表者は著作権を保持した
まま作品を自由に流通させることができ、利用者は、ライセンス条
件の範囲内でデータを利用することができます。

また、CCライセンス以外に、国が提示している「政府標準利用規
約」をひな形として活用することも可能です。
「政府標準利用規約（第2.0版）」はCCライセンス表示4.0国際と互換
性があります。
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CCライセンスにはいくつか種類があります。
このうち、CC BYというのは、CCライセンスの中でも、最も利用
の自由度が高いライセンスです。
そのため、オープンデータに適しているライセンスといえます。
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京都市の例でも、ライセンスとして、クリエイティブコモンズライ
センス表示4.0を明記しています。
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利用ルールに記載する主な内容の２つ目が「免責事項」です。

免責事項は、データ利用に関する無保証、免責を表明するもので、
利用者の目に触れやすいところに提示することが望ましいです。
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データを公開する際、間違ったデータを公開したら、職員の責任に
なるのでは、といった点が心配になったりしませんか？
そういった場合に、責任を負わない、ということをあらかじめ明記
しておくのが「免責事項」です。

免責事項では、正確性を保証しないこと、コンテンツ（公開した
データ）を用いて行う一切の行為に責任を負わないこと、を表明し
ます。

CC BYには無保証および責任制限の条項が含まれています。
とはいえ、利用者に対して確実に通知すべき事柄であるため、利用
者の目に触れやすいところに、無保証、免責について掲示すること
が望ましいです。
ただし、利用ルール（CC BYの無保証および責任制限条項等）の条
件と矛盾する内容にならないよう注意してください。

なお、正確性を保証しない、という免責事項を記載したとしても、
データに間違いがあることを見つけた場合は、なるべく早めに、
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誤ったデータを非公開にしたり、データを直すといった対応
が望まれます。
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こちらは免責事項の記載例として、データカタログサイト
DATA.GO.JPの利用規約に記載された免責事項と、政府標準利用規約（第2.0

版）の免責についての記載内容です。
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次に、
・公開するなら「価値あるデータを」と思うけど、価値あるデー

タってなんだろう・・・。
についてです。

ここでは、２つの観点でご説明します。

まず1つ目は、
価値あるデータとは、広く利用されるデータである、ということで
す。

そこで、広く利用されるデータをどのようにして選ぶか、という点
についてご説明します。
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広く利用されるデータは、利用者のニーズが高いデータと言うこと
ができます。

公開するデータの選び方には、次のような方法があります。
①住民やデータ利用者のニーズが高いもの
②地域課題と関係が深いもの（住民の関心の高いもの）
③ニーズに関わらず、自治体として積極的に公開すべきもの

さらに①の中で、利用者のニーズが高い情報を選ぶ方法の例として、
・アンケートなどの調査結果を参考にする
・情報公開請求件数が多い情報を参考にする
・推奨データセットのデータから選ぶ

の３つについて詳細にご説明します。
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１つ目は、各団体でアンケートなどを実施したり、国などでまとめ
ている調査結果を活用する方法です。

国でまとめている調査結果としては、例えば、自治体に対する、
オープンデータの取組状況に関するアンケートの結果などがありま
す。

この結果を見ると、防災関連の情報、人口などの統計情報、公共施
設に関する情報、といったものがニーズが高いことが分かります。
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２つ目として、ニーズが高いという観点では、情報公開請求で請求
（公開）件数が多い情報を参考にすることも有効だと考えます。

これまで情報公開請求を受け、随時公開していた情報のうち、請求
が多いものなどは、あらかじめオープンデータとして公開しておく
ことで、より便利になります。
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補足として、オープンデータと情公開請求の違いについてまとめて
います。

オープンデータは、
・二次利用が認められていること
・機械判読可能なデータで提供されていること
・情報の提供に時間がかからないこと
・利用者の費用負担がないこと

がメリットとして挙げられます。
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３つ目は、推奨データセットから選ぶ、という方法です。

ここでまず、推奨データセットについてご説明します。
「推奨データセット」は、自治体アンケートなどをもとに、ニーズ
の高い分野を中心に選ばれており、オープンデータとして公開する
ことが推奨されています。

具体的には、表のようなデータが選定されています。
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推奨データセットは、政府CIOポータルに公開されています。

31



推奨データセットでは、各データセットについて、どんな情報を公
開すればよいかも提示しています。
情報の内容も、オープンデータを作成する際の参考になります。
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なお、推奨データセットを参考にする場合の補足です。

各地方公共団体においては、必ずしも最初から全てのデータセット
公開に取り組まなければならないというものではなく、本データ
セットを参考に、各団体において公開可能なデータセットから公開
を進めていただくことを期待するものです。

また、既に推奨データセットと同様のデータセットを公開している
場合、フォーマットの共通化による利用者の利便性向上の観点から、
推奨データセットとデータ項目等を合わせることが望ましいですが、
必ずしも対応しなければならないものではありません。
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価値あるデータとは、について２つ目の観点は、価値あるデータと
は、使いやすいデータである、ということです。

そこで、使いやすい、すなわち、オープンデータにより適したデー
タにする、という点についてご説明します。
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オープンデータでは、使いやすいデータというのは、コンピュータ
で扱いやすい（読み取りやすい）ことを指します。

コンピュータが読み取りやすい形であることを「機械判読に適して
いる」といい、データの構造（例えばタイトルや図表等）をコン
ピュータが判別しやすく、構造の中の値（例えば数値やテキスト
等）が処理しやすい形式になっていることを表します。
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どんな形式のデータでも、二次利用可能なかたちで公開したデータ
は、すべてオープンデータとなります
ですが、公開するデータの形式などによって、データの利用しやす
さは異なり、利用しやすいデータとすることで、さらに広く利用さ
れることが期待できます。

公開するデータにはいろいろな形式のデータがありますが、この図
では、下にいくほど、利用しやすいデータである、ということにな
ります。

例えば、画面に直接記載している情報よりも、ファイルを掲載して、
利用者がダウンロードできる形にした方が利用しやすくなります。
また、同じファイルでも、PDF形式よりもExcel形式、さらにCSV形
式の方が利用しやすい、ということになります。
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情報の種類はいくつかあります。
ここでは主な種類として３種類を挙げていますが、例えば、統計情
報や、施設の一覧などの一覧形式となっている情報は、「表形式」
という形式が適しています。

表形式の情報のデータ形式はいろいろありますが、この研修では、
オープンデータをより使いやすいものにする場合のお勧めとして、
CSV形式のファイルを取り上げます。

以下、なぜCSV形式が望ましいかを説明します。
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オープンデータCSV形式が適している理由の１つ目です。

情報の内容によって、適したファイル形式は異なります。

ホームページで公開している情報の中でも、利用者のニーズが高い
情報には、避難場所一覧、子育て施設一覧といった一覧情報や、人
口といった統計情報が多く含まれています。

このような一覧形式の情報には、「表形式」という形式が適してい
ます。
さらに、表形式のデータの場合、Excel形式やCSV形式、というファ
イル形式が適しています。

そこで多くのオープンデータにはExcel形式やCSV形式が適している
と考えます。

38



オープンデータCSV形式が適している理由の２つ目です。

オープンデータでは、使いやすいデータというのは、人間の目で見
やすいことよりも、コンピュータで扱いやすいことであることに注
意が必要です。

例えば、ここにExcelで整えられた資料と、それをCSV形式のデータ
にした場合のイメージを挙げています。
実は情報の内容はほぼ同じです。
みなさんが見ると、Ａの方が使いやすく、分かりやすく見えません
か？
ですが、コンピュータがこの情報を扱う場合、Ｂの方が使いやすい
情報、となります。

オープンデータは、利用者が二次利用することで、更なる価値をう
むことを期待しています。
その際、コンピュータが扱いやすい情報であれば、二次利用も進み
やすくなります。
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そこで、オープンデータを検討する際は、人間の目で見やす
いことよりも、コンピュータで扱いやすいことに重点をおき
ます。
そのため、オープンデータにはCSV形式が適しているといえ
ます。
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コンピュータでの利用しやすさについて、Excel形式とCSV形式の違
いです。

Excel形式の場合、一見、行と列が区切られていて、コンピュータで
も読み取りやすいように見えます。
ですが、まず、Excel形式というのは、Excelソフトや、ファイルを読
むための専用のソフトがないと読み取ることができません。

また、人が見やすいように、いろいろな編集を行なっている場合が
あります。
例えば
・表の欄外にタイトルや日付の情報を付けたり、
・複数のセルを結合したりする
といったことが行なわれている場合があります。

このような場合、コンピュータで読み取りやすくするために、この
ファイルを入手した人が、余計な情報を消したり、結合を外したり、
といった手間をかける必要があります。
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そのため、Excel形式は、機械判読にあまり適していないこ
とになります。
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CSV形式の場合です。

CSV形式というのは、ここに示すように、各列ごとの情報をカンマ
「,」で区切って並べて表した情報です。
Excel形式などではあるような表の枠線などはつきません。
ですから人の目には、とても分かり難いデータかもしれません。

ですが、セルの結合などの編集がなく、順番にデータのみが並べら
れていますので、コンピュータはどこにどんな情報が入っているか、
判別しやすくなっています。
そのため、CSV形式は、機械判読に適している、ということができ
ます。

これがオープンデータにCSV形式をお勧めする理由です。
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なお、紙をスキャンしいたデータやとPDFファイルをオープンデー
タとして公開することも可能です。

しかし、機械判読に適しているか、という観点では、紙は、そもそ
もコンピュータで読み取ることが難しいです。

つぎにPDF形式ですが、こちらはコンピュータで扱えるファイルに
なっているため、コンピュータが内容を読み込むことはできますが、
データの構造や構造中の値の判別は難しいです。
例えば、見出しと値が記載されているような場合に、どこまでは見
出しで、どこからが値か、コンピュータが判別することは難しいで
す。

紙やPDFファイル形式は、機械判読に適していないため、可能であ
れば、CSV形式でも公開することが望ましいと言えます。
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なお、CSV形式のファイルは、Excelでデータを入力し、「名前を付
けて保存」機能で、CSV形式のファイルを選択、保存することで作
成できます。
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CSV形式のファイルにすることを前提に、Excel形式ファイルを作成
する場合、いくつか気をつける点があります。

①表のタイトルや日付といった、全項目で共通する情報を、表の
「欄外」に入れていませんか
②見出しを「複数行」にしていませんか
③並んだ行や列で内容が同じ場合に、セルを「結合」していません
か
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人の目に見やすいように作成する資料とは異なり、以下のような点
を意識してExcel形式のデータを作成しておくと、CSV形式ファイル
にした場合に、機械判読に適したデータを作成することができます。

①全項目に共通する内容でも、表の欄外には記載せず、情報として
必要であれば、１つの項目として表内に記載します。
②見出し行は１行にして、１つの見出し項目で内容が表せるように
します。
③並んだ行や列の内容が同じ場合でも、セルは結合せず、各セルに
情報を記載します。
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また、

④内容を見やすくするなどのため、セルの中で「改行」していませ
んか
⑤データがなく「罫線だけの行」を残していませんか
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これらについても、以下のような点を意識してExcel形式のデータを
作成しておくと、CSV形式ファイルにした場合に、機械判読に適し
たデータを作成することができます。

④１つのセルの記載内容が長文になる場合でも、セル内では改行は
しません。見出しも同様です。
⑤データが無い行は罫線も記載しません。（罫線は、Excelのデータ
作成時の作業のしやすさのためのものであり、CSV形式ファイルに
は反映されないため、表全体から罫線を削除しても問題ありませ
ん）
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また、CSV形式でも、情報の記載方法によって、機械判読に適さな
くなってしまう場合があります。

⑥見やすくしたり、書類として整えるために、間に空白をいれたり
していませんか？
⑦統計的な情報などの場合に、数値の代わりに文字を入力していま
せんか？
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このような編集を行なっていると、たとえCSV形式でも、機械判読
しにくくなってしまいます。
機械判読しやすいという観点からは、以下のような点を意識するこ
とで、より使いやすいデータとなります。

⑥見やすさのための無駄な空白はいれません
⑦数値の項目には記号は入れず、ゼロや空白（何も入力しない）と
します。
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２章では、
オープンデータを公開するための基本的な作業についてご説明して
きました。

簡単に振り返ると、

すでにホームページに掲載している情報に、利用ルールをつけるこ
とで、オープンデータとすることができます。
これは、どんな形式のデータでもかまいません。

利用ルールには、二次利用可能であること、利用の際の条件、免責
事項などについて記載します。

どんな形式のファイルでもオープンデータになります。
ですが、オープンデータでは、コンピュータが処理しやすいデータ
が適しています。
より使いやすいデータとするためには、CSV形式のファイルがオス
スメです。
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自治体がオープンデータを公開する場合、どのような方法で公開す
るかを決める必要があります。
公開方法には、いくつか種類があります。

主な例として、次のような方法があります。
①従来の自治体ホームページを、そのままオープンデータとする
②従来の自治体ホームページに、オープンデータのファイルを掲載
する
③オープンデータ専用のサイトを作成し、オープンデータのファイ
ルを掲載する
④都道府県等の共同のオープンデータサイトに、オープンデータの
ファイルを掲載する
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従来の自治体ホームページに記載している情報に、利用ルールをつ
けることで、そのままオープンデータとして公開している例です。

オープンデータを掲載しているページごとに、二次利用可能な旨、
利用ルール、及び利用ルール記載ページへのリンクを記載していま
す。
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従来の自治体ホームページに、オープンデータのページを整備し、
そこにデータを公開する例です。
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自治体のホームページとは別に、オープンデータ専用のサイトを整
備する例です。

オープンデータに特化したサイトですので、データの検索機能など
を充実させやすくなります。
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例えば都道府県に、共同で利用できるようなオープンデータのサイ
トがある場合に、そのサイトを利用してオープンデータを公開する
例です。
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自治体がオープンデータを公開する方法には、いくつか種類があり
ますが、どのような方法でオープンデータを公開するかは、各団体
の状況や方針に基づいて決定します。

ここでは、各方法について、
・提供する側の、準備作業や費用の負荷の大きさ
・利用する側の、データの使いやすさ・探しやすさ

について比較しています。

最初から作業や費用のかかる方法ではなく、例えば、まずは①の方
法で公開し、将来的に②や③としていく方法も有効です。
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オープンデータを公開する自治体のホームページには、利用者がわ
かりやすいように、
少なくとも①オープンデータの定義、②データの利用規約、③公開
するデータ、を記載します。

参考に、長崎県大村市の例をあげています。
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データを自治体以外のホームページで公開する場合でも
自治体のホームページに、①オープンデータの定義、②公開する
データの掲載先、を記載します。

参考に、埼玉県入間市の例をあげました。

また、国土地理院 指定緊急避難場所データも、オープンデータです。
自治体のホームページからリンクを張ることにより、オープンデー
タ公開を実現することもできます。
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オープンデータの公開は、最初にすべてのデータを公開してそれで
終わり、ではなく、継続的にデータの追加や更新を行います。

そこで、オープンデータを公開する際には、運用手順も決めておく
ことが大切です。
元となるデータを保有する業務担当課と、オープンデータとりまと
め部署との間での役割分担、作業の流れなどをあらかじめ決めてお
きましょう。

スライドに記載している手順は、オープンデータ登録手順の例です。
データ登録の手順は、団体や公開方法によって異なりますので、各
団体に合った方法で、手順を決めましょう。
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オープンデータの登録手順と併せて、利用者からの意見や問い合わ
せへの対応手順も決めておきましょう。

利用者への窓口や、元となるデータを所管する業務担当課と、オー
プンデータとりまとめ部署との間での役割分担、作業の流れなどを
決めます。

また、回答については、部署ごと、人ごとに対応がばらばらになら
ないように、手段や様式、期限などを決めておくとよいでしょう。

スライドに記載している手順は、意見・問い合わせ対応手順の例で
す。
意見・問い合わせ対応手順は、団体や公開方法によって異なります
ので、各団体に合った方法で、手順を決めましょう。
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利用者からの意見については、データを所管する業務担当課とオー
プンデータとりまとめ部署が連携し、どの部署が、何を、どこまで
対応するか、整理する必要があります。

スライドには、公開データの追加の要望があった場合の例を記載し
ています。
団体によって、業務担当課とオープンデータとりまとめ部署の役割
分担は異なりますが、必要に応じて各部署が連携して進めていくこ
とが大切です。
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オープンデータを公開したら、利用者に知ってもらうために、お知
らせなどを行いましょう。

お知らせの方法はいろいろあります。
スライドには、お知らせ方法の例を記載していますので、各団体で
適した方法を選び、実施します。
一方的なお知らせだけでなく、アイデアソンやハッカソン、アプリ
コンテストを開催し、オープンデータの周知とともに、利活用の促
進を図ることも有効です。

なお、団体が新たにオープンデータを始めた場合や、公開方法を変
更するなどして、公開サイトのリンク先（URL）が変わった場合
また、推奨データセットを利用してデータを公開した場合
は、内閣官房IT総合戦略室オープンデータ担当までご連絡していただ
くよう、内閣官房より案内されています。
連絡方法はスライドをご覧ください。
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オープンデータを公開したら、利用者に知ってもらうために、お知
らせなどを行いましょう。

お知らせの方法はいろいろあります。
スライドには、お知らせ方法の例を記載していますので、各団体で
適した方法を選び、実施します。

なお、団体が新たにオープンデータを始めた場合や、公開方法を変
更するなどして、公開サイトのリンク先（URL）が変わった場合は、
内閣官房IT総合戦略室オープンデータ担当（git-
opend_core@cas.go.jp）までご連絡していただくよう、内閣官房よ
り案内されています。

また、一方的なお知らせだけでなく、アイデアソンやハッカソン、
アプリコンテストを開催し、オープンデータの周知とともに、利活
用の促進を図ることも有効です。
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オープンデータ化するデータを選ぶ際に、まずは、自分たちがどの
ようなデータを持っているのか、把握することも大切です。

自治体データの棚卸しでは、自分たちのもっているデータを調査し、
一覧化します。

スライドには、自治体データの棚卸し作業の一般的な流れを記載し
ています。

実際のデータの洗い出しや内容の調査は、データを所管する各部署
が行いますが、最終的には、部署間でのデータの重複確認等を行い、
自治体内でまとめて一覧化することを想定していますので、オープ
ンデータのとりまとめ部署と連携して進める方が効率的です。

各部署の調査結果をとりまとめる作業が煩雑にならないように、あ
らかじめ記入用一覧のフォーマットや調査方法などを決めておき、
各部署に周知した上で進めることが大切です。
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自治体データ棚卸し作業については、いきなり全庁で取り組むこと
が難しい場合は、対象部署を限定して段階的に進めていくことも可
能です。

また、余計な手間、手戻り、などを防ぐために、
・調査内容、一覧表の記載方法などについて、十分に理解した上

で作業を進めましょう。
・作業前に担当者に十分な説明を行う、等の事前準備が重要です
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データ一覧の項目例を記載します。
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オープンデータにはどのようなファイル形式が適しているか、とい
う観点でみた場合、ファイル形式によって、オープンデータを5段階
に分けることができます。

第1段階から第5段階に向けて、データの使いやすさなどが向上しま
す。

第１段階のファイル形式（PDF、JPGなど）でもオープンデータとし
て利用可能ですが、利用しやすさを考慮すると、第３段階のファイ
ル形式（XML、CSVなど）での公開をお勧めします。
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オープンデータには、第３段階のファイル形式（XML、CSVなど）
での公開をお勧めしますが、いきなりCSV形式などのデータを作成
することが難しい場合は、PDF形式のデータでまずは公開する、と
いった進め方も有効です。

PDF形式でも、データを新たに作成する場合は、以下の点に配慮す
ることでより使いやすいデータとなります。

・紙の資料をスキャナで読み込んで、PDF形式のデータとする場合
に、OCR（文字認識）機能のあるPDF作成ツールを使用すると、テ
キスト情報を埋め込むことができます。
こうすることで、コンピュータがファイルの内容を読み取りやす

くなり、同じPDF形式でも、機械判読しやすくなります。

・Word形式などのファイルから、PDFファイルを作成する場合に、
タグ付きPDFを作成するツールを使用すると、データの構造などを
タグとして付与することができます。
こうすることで、コンピュータがファイルの内容を読み取りやす
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くなり、同じPDF形式でも、機械判読しやすくなります。
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CSV形式のデータを作成する場合の手順です。

CSV形式、Excel形式ともに、「表形式」のデータに適しています。
また、CSV形式は人の目では読み取り難いですが、Excel形式のファ
イルは人の目で読み取りやすくなっています。

そこで、CSV形式のファイルを作成する場合は、いったんExcel形式
のファイルを作成し、そこからCSV形式ファイルを作成する手順を
お勧めします。
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推奨データセットに則ってオープンデータを作成する場合の手順で
す。

推奨データセットは、避難所や施設の一覧、人口情報など、表形式
のデータとなっています。
そこで、いったんExcel形式のファイルを作成し、そこからCSV形式
ファイルを作成する手順をお勧めします。

推奨データセットでは、各データセットのデータ項目を提示してい
ますので、その定義に合わせて、Excel形式ファイルを作成します。
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なお、推奨データセットの項目に沿ってデータを作成する際は、以
下のような点に留意してください。

推奨データセットの項目に保有していないデータ項目がある場合は、
空欄のままでかまいません。
ただし、推奨データセットには、各データ項目について必須項目な
どの区分も定義されていますので、データを作成する際の参考とし
てください。

各データ項目の内容については、セルの中で改行しないといった共
通的な注意事項を守る必要があります。
さらに、日付、住所、電話番号など、データ項目の内容によって、
記載方法も定義されています。
なるべくその形式に合わせたデータとすることが望ましいです。
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データに当たっての補足事項の１点目です。
オープンデータの文字コードについてです。

文字コードとは、文字をコンピュータで読み込んだり表示したりす
るために、各文字に割り当てられるコードのことです。
実際のファイルの内容は、この文字コードによって表されています。

文字コードにはいろいろな種類があります。
日本語を含むファイルの場合、「シフトJIS」という文字コードに
なっている場合が多いです。

コンピュータが利用しやすい、という観点から、オープンデータで
は、より広く利用されている文字コードが適しています。
例えば、「シフトJIS」よりも、国際的に広く利用されている文字
コード「UTF-8」がより適しています。
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Excel形式のファイルを作成し、そこからCSV形式のファイルを作成
する場合を例とします。

Excel形式のファイルを作成する場合、通常は文字コード「シフト
JIS」のファイルが作成されます。

そこで、文字コード「シフトJIS」のExcel形式ファイルからCSV形式
ファイルを作成し、そこから、文字コード「UTF-８」のCSV形式
ファイルを作成する方法をお勧めします。
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データに当たっての補足事項の２点目です。
特殊な文字の使用についてです。

データを作成する際に、記号を使用する場合がありますが、記号に
は、一部の環境でしか使えない特殊な文字が含まれている可能性が
あります。

これらの記号が使われていると、利用側で文字化けして、読み取れ
なくなることがあります。

オープンデータとして公開するデータは、様々なシステム環境で利
用されるため、オープンデータにはなるべく特殊な文字は使わず、
通常の文字で表すことが望ましいです。

特殊な文字を使用している場合は、その部分を、通常の文字に変換
することが望ましいです。
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データに当たっての補足事項の３点目です。
既存コードの活用についてです。

コードとは、データを識別するために、データの内容を記号や数字
等で一意の値に設定するものです。
あらかじめ規定されているコードでは、例えば「総務省」は、
「2000012020001」で表されます。

データの内容が文字で表されている場合、例えば「総務省」と「ｿｳﾑ
ｼｮｳ」という違いがあると、コンピュータは別の組織として読み取っ
てしまいますが、コードで表されていれば、どちらも「総務省」で
あることが把握できます。

そこで、オープンデータとするデータに、コード化されているデー
タ項目が含まれている場合、積極的に使用することが望ましいです。
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オープンデータの内容を表す情報にメタデータがあります。

メタデータを公開することで、利用者は、各データの中身を見なく
ても、どのようなデータか把握することができ、必要なデータを見
つけやすくなります。

そのため、オープンデータと一緒に、メタデータも公開することが
望ましいです。
また、メタデータ自体も価値があるデータなので二次利用可能な利
用規約で公開することが望ましいです。
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メタデータの内容には、タイトルなどの他、どのようなデータかを
表すための分類（カテゴリー）や、タグなどの項目があります。

すべての項目をそろえる必要はありません。
各団体で、メタデータとして整備する項目を決め、作成しましょう。
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メタデータのうち、分類（カテゴリー）については、その内容につ
いても留意が必要です。

利用者が、様々な団体からデータを探すといったケースを想定する
と、各団体が個別に分類を作成するよりも、国や他の自治体との間
で共通性のあるもの、すでに使われている分類を利用することが望
ましいです。

分類の例としては、政府統計の総合窓口e-Statで使用されている分類
や日本標準産業分類などがあります。

各団体で独自の分類を定義する場合は、共通の分類に追加する方法
をお勧めします。
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